
係する仕事から、日本政府や地元行政との調整に至るまで、民間にはない仕事に携わる機会が多くありとても刺
激的です。また日米交流イベントも多くあり、米海兵隊、米海軍、海上自衛隊の様々な航空機をご覧頂ける5月5
日のフレンドシップデーには毎年多くの来場者がいらっしゃり、本場のハンバーガーやピザを味わいながら、航空
機の展示や航空ショーを堪能されています。
市民も共同で使用することができるキズナスタジアムでは、これまで日米絆リレーマラソ

ンなど参加型のイベントも多く開催されるなどし、好評を頂いています。こうした交流の中で
日米の文化的差異を、仕事やイベントを通し直接体感できることが岩国基地で働く上で大き
な魅力の一つです。

キャンプ・フォスター（瑞慶覧）は沖縄本島中部に位置するアメリカ海兵隊の駐屯地で、沖縄
市、宜野湾市、北谷町（ちゃたんちょう）、北中城村（きたなかぐすくそん）の四市町村にまたがって
所在しています。キャンプ・レスター（桑江）の住宅地区とプラザハウジングが隣接しています。
これらの基地は5,000人以上の人員を収容する約20の兵舎、約1,950棟の住宅ユニット

を擁しています。キャンプ・フォスターは3つの主要な司令部－第1海兵航空団、在日米海兵隊
基地（キャンプ・バトラー）、米海兵隊太平洋基地があります。また、約28,000人の軍人及びそ
の家族に医療を提供する米海軍病院があります。在沖海兵隊コミュニティサービス本部
（MCCS）もまたキャンプ・フォスターにあり、MCCSは沖縄の軍人・軍属及びその家族に質の高い生活を提
供することに努めています。

【アクセス】
JR山陽本線岩国駅から、いわくにバス（基地前）下車、徒歩5分

沖縄には海兵隊基地が点在しています。その中でもキャンプフォスター（端慶覧）は人口が最も多く、
兵隊、その家族などが約9,000人おり、日本人従業員は約1,600人が勤務しています。

https://ja-jp.facebook.com/CampFoster/

キャンプ
端慶覧

施設技術部隊（NAVFAC）に勤務する在日米軍従業員

米海軍基地は一つの街であり、滑走路、格納庫、港湾など軍の運用関連
施設だけでなく、家族住宅、病院などの生活基盤施設、防火施設などの安
全対策施設、ごみ処理施設などの環境関連施設というように多様な施設に
より構成されています。このため、米海軍基地においては、これらの施設を
適切に運営する上での様々な業務を施設技術部隊（NAVFAC）が一手に
担っています。
日本国内に展開するNAVFACには多数の在日米軍従業員が勤務してお
り、米軍スタッフとの緊密なチームワークのもと、施設運営に係る様々なプ
ロジェクトの企画、調査、設計から、新設及び改修といった施工、そして維持
管理といった幅広い業務に取り組んでいます。また、その職種も、建築、土
木などの工学から、予算、法律、情報処理など多岐にわたっています。
このように、様々な職種の在日米軍従業員が米海軍基地の街の安全と安
心を守り、軍人及びその家族の生活を支えています。



Making of flexible hose
フレキシブルホースの作製

Cleaning each parts
各種部品の洗浄

Adjust of the Injection pump
燃料ポンプの調整

Training of the arc weld
アーク溶接トレーニング

訓練生の訓練風景

SRFーJRMC佐世保分所　技能訓練生制度
SRF-JRMC佐世保分所　技能訓練生制度は、入廠後に実務訓練、座学及び在日米軍基地で勤務する際にみなさんが不安
とする英語研修を集中的に学び、未経験者を3年間の訓練で一人前の艦船修理の熟練工に育てることを目的にしています。
平成29年4月、佐世保初の技能訓練生制度が開始され、現在5名の訓練生が学んでいます。


